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内容要旨 
歯肉溝浸出液(GCF)は歯肉溝に滲出する血漿由来の体液で,非侵襲的に
口腔内から採取可能である. GCF は様々な抗菌物質や好中球やマクロファ
ージなども含んでおり,歯周組織の生体防御機構としての働きをもつこと
が知られている. 数多くの研究から,GCF は歯周組織の状態を反映するこ
とが明らかにされてきた. 進行の早い侵襲性歯周炎に,中切歯と第一大臼
歯に限局して歯周組織破壊が進む症例があることは以前より知られてい
たが,そのメカニズムについてはほとんど明らかになっていない. そこで
歯種ごとの歯周組織の特性を知る一つの手がかりとして,GCF が利用でき
る可能性を考えた. これまでに歯種による GCF 成分の特徴について比較
検討した報告はない. 本研究は,歯種によって GCF のタンパク成分を網羅
的に比較することを目的とした.  
健康な成人男性 6 名を対象とし,同一被験者の上顎中切歯,犬歯,第一大
臼歯の三歯種の全周からペーパーポイントを用いて GCF を採取した. 被
験者には歯肉炎や歯周炎が認められず,また喫煙や矯正治療はしていない. 
GCF中のタンパク成分について SDS−PAGEにより比較したところ,歯種によ
らずバンドパターンは類似していた. それぞれのバンドに含まれるタン
パク質を液体クロマトグラフ質量分析(LC-MS/MS 分析)により同定したと
ころ, GCF 中の主要なタンパク質は血清アルブミン,セロトランスフェリ
ン,補体 C3,ミエロペルオキシダーゼ,protein S100 A8,A9 などであった. 
同位体標識タグ(iTRAQ 法)を用いた LC-MS/MS 分析によって網羅的かつ定
量的に微量サンプル中のタンパク質プロファイルを検討したところ,86種
のタンパク質が同定でき,歯種間の量比を示す分析結果を得た. いくつか
  
のタンパク質で量比の異なるものが散見されたが,すべての被験者 6 名に
共通する著しい差はみとめられなかった. 今回の分析により,健康な歯周
組織であれば,GCF のタンパク成分は歯種による特定の違いを示さないこ
とが分かった. 近年増加してきている GCF 中のタンパク質について調べ
た研究ではその採取部位がまちまちであったが,今回の結果から健康被験
者の健康な歯周組織から採取した GCFは互いに比較しうると考えられた. 
 
